
第２７８号 ２０１９年（令和元年）　１２月１０日（火曜日）（平成９年 11 月５日第３種郵便物認可）（１５）

時
間
単
位
で
の
有
給

取
得
や
積
み
立
て

　

当
社
で
は「
人
材
こ
そ
会
社
の
財
産
」

と
い
う
考
え
か
ら
人
材
を
「
人
財
」
と

呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

社
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
支
え
る
た
め
、
全
社
で
有
給
休
暇
の

取
得
率
ア
ッ
プ
を
推
進
し
て
い
る
。

　
「
も
っ
と
柔
軟
に
有
給
を
取
り
た
い
」

と
い
う
社
員
の
声
を
受
け
て
１
時
間
単

位
か
ら
有
給
取
得
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
私
は
単
身
赴
任
を
し
て
い
る
が
、

３
時
頃
に
仕
事
を
切
り
上
げ
て
帰
省
す

れ
ば
家
族
と
の
夕
食
に
間
に
合
う
た

め
、
積
極
的
に
こ
の
仕
組
み
を
活
用
し

て
い
る
。
時
間
単
位
で
取
得
で
き
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

都
合
に
合
わ
せ
や
す
い
と
社
内
で
も
好

評
だ
。

　

ま
た
当
社
で
は
独
自
に
「
積
立
有
給

休
暇
制
度
」
を
設
け
て
い
る
。
従
来
、

２
年
間
で
失
効
し
て
し
ま
う
有
給
の
残

日
数
を
所
定
の
日
数
ま
で
積
み
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

病
気
や
介
護
、
育
児
な
ど
の
使
用
目

的
に
合
致
す
る
場
合
、
積
み
立
て
た
有

給
を
使
え
る
仕
組
み
だ
。
社
員
の
中
に

は
、
病
気
な
ど
万
が
一
に
備
え
て
有
給

取
得
を
控
え
る
人
も
い
る
。
し
か
し
、

有
給
は
本
来
、
自
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
た
め
に
使
う
も
の
。
安
心
し
て
有
給

を
と
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
の
制
度

を
設
け
た
。

　

時
短
勤
務
の
期
間
に
つ
い
て
も
、
法

令
で
は
子
ど
も
が
３
歳
未
満
ま
で
と
さ

れ
て
い
る
が
、
当
社
で
は
小
学
校
入
学

後
の
６
月
ま
で
に
拡
大
し
て
お
り
、
子

育
て
世
代
の
社
員
か
ら
評
判
が
良
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
労
災
と
は
別
に
民
間
の

「
団
体
長
期
障
害
所
得
補
償
保
険
」
に

も
加
入
し
て
い
る
。
社
員
が
病
気
や
ケ

ガ
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
収
入

の
30
％
を
保
障
す
る
も
の
で
、
保
険
料

は
全
額
、
会
社
が
負
担
す
る
。
社
員

の
「
万
が
一
」
の
不
安
を
軽
減
し
、
安

心
し
て
長
く
働
い
て
も
ら
う
の
が
狙
い

だ
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
で
い

え
ば
、
特
定
の
社
員
に
業
務
が
集
中
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
。
各
営

業
所
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
個
々
人
の
業

務
量
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
チ
ー
ム
制
・
ペ
ア
制
を
設

け
、
ス
キ
ル
・
経
験
に
応
じ
た
適
切
な

業
務
分
担
を
行
っ
て
い
る
。

継
続
的
な
組
織
風
土
調
査

　

年
２
回
、
外
部
の
専
門
会
社
に
よ
る

組
織
風
土
調
査
は
今
回
で
９
回
目
の
実

施
と
な
る
。
部
署
ご
と
、
営
業
所
ご
と

に
調
査
し
、
社
員
が
感
じ
る
会
社
へ
の

期
待
値
と
現
状
の
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
ス
コ

ア
が
算
出
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。
回
答
内

容
は
匿
名
化
さ
れ
、
誰
が
ど
う
い
う
回

答
を
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
会

社
に
対
す
る
率
直
な
評
価
が
集
ま
る
。

　

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
具
体
的
な

改
善
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
と
繋
げ

て
い
る
。
例
え
ば
「
階
層
間
の
意
思
疎

通
」
と
い
う
項
目
の
ス
コ
ア
が
相
対
的

に
低
か
っ
た
際
に
は
、
所
長
と
リ
ー

ダ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
と
一
般
社
員
と
が
定

期
的
に
面
談
を
行
う
こ
と
を
事
業
計
画

に
位
置
付
け
た
。

　

そ
の
結
果
、
ス
コ
ア
が
大
き
く
改
善

し
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
客
観
的
な

指
標
も
取
り
入
れ
、
社
員
が
生
き
生
き

と
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

社
員
に
選
ば
れ
長
く
働
い
て
も
ら
え

る
基
盤
を
築
く
た
め
に
、
充
実
し
た
研

修
制
度
に
よ
る
社
員
育
成
と
と
も
に
、

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
力
を
入
れ

る
。
こ
の
２
つ
が
両
輪
と
な
っ
て
、
お

客
様
に
も
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
社
の
企

業
理
念
は
「
正
し
く
生
き
る
、
豊
か
に

生
き
る
」。

　
「
人
財
」
で
あ
る
社
員
を
大
切
に
し
、

こ
の
理
念
を
体
現
で
き
る
企
業
を
こ
れ

か
ら
も
目
指
し
て
い
く
。

　

福
祉
用
具
大
手
の
ヤ
マ
シ
タ
（
静
岡
県
島
田
市
、山
下
和
洋
社
長
）は
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
。こ
こ
数
年
の
間
に
時
間
単
位
で
取
得
可
能
な

有
給
、万
が
一
に
備
え
た
所
得
補
償
保
険
の
整
備
、組
織
風
土
調
査
の
実
施
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
着
手
し
て
き
た
。社
員
が
生
き
生
き
と
働
け
る
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て
、同
社
・
人
財
開
発
課
の
本
種
俊
彦
課
長
に
話
を
聞
く
。

豊かさを届ける
福祉用具サービス

連載 「
人
財
」が
活
き
る

働
き
や
す
い
職
場

ヤマシタ

本種俊彦課長

　

理
想
を
込
め
て
作
っ
た
住
宅

に
、
仲
間
と
繋
が
り
を
も
ち
な

が
ら
暮
ら
す
。
そ
ん
な
住
ま
い

が
必
要
だ
が
、
月
々
の
生
活
費

は
約
12
万
円
を
目
安
と
し
て
い

る
。
自
ら
仕
事
を
生
み
出
す
こ

と
も
提
案
し
て
い
て
、
実
際
、

料
理
と
送
迎
の
運
転
手
は
住
居

者
が
給
料
を
も
ら
っ
て
働
い
て

い
る
。
車
で
20
分
く
ら
い
行
く

と
新
白
河
駅
が
あ
り
買
物
に
も

便
利
だ
が
、
送
迎
が
な
い
と
全

く
機
能
し
な
い
。
大
事
な
送
迎

は
自
分
達
の
手
で
作
り
出
し
た

の
だ
。

　

毎
朝
、
ス
タ
ッ
フ
が
安
否
確

認
を
行
う
。
病
院
や
介
護
事
業

所
と
も
連
携
し
、
看
取
り
も

行
っ
た
そ
う
だ
。
元
気
な
時
は

ゆ
る
や
か
に
繋
が
り
、
助
け
が

必
要
に
な
っ
た
ら
元
気
な
人
が

助
け
る
、
ま
た
は
専
門
職
に
繋

げ
る
。
自
助
、
互
助
、
共
助
、

公
助
が
循
環
す
る
暮
ら
し
方

だ
。

　

ゆ
い
ま
～
る
シ

リ
ー
ズ
は
、
現
在

全
国
13
カ
所
に
広

が
っ
て
い
る
が
、

北
海
道
の
ゆ
い
ま

～
る
厚
沢
部
（
檜

山
郡
厚
沢
部
町
）

で
は
、
入
居
者
の

要
介
護
度
の
改
善

が
見
ら
れ
、
町
全

体
の
介
護
保
険
給

付
費
を
年
間
約
６

０
０
万
円
削
減
し

た
そ
う
だ
。
元
気
な
時
は
お
互

い
が
助
け
合
い
、
ど
う
し
て
も

必
要
に
な
っ
た
ら
介
護
保
険
を

使
う
。
結
果
と
し
て
、
本
人
に

も
財
政
に
も
良
い
成
果
が
生
じ

る
。
持
続
的
な
介
護
保
険
財
政

の
問
題
も
含
め
て
示
唆
に
富
む

取
り
組
み
だ
。

　

ま
た
、
近
山
氏
は
近
隣
の
廃

校
に
な
っ
た
小
学
校
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
「
那
須
ま
ち

づ
く
り
広
場
」
を
作
り
始
め

た
。
今
度
は
、
国
民
年
金
プ
ラ

ス
α
で
最
期
ま
で
暮
せ
る
サ
高

住
を
創
る
。
24
時
間
対
応
の
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
や
障
害
者
施
設
も
整
え

る
が
、
背
景
に
は
今
後
、
生
活

保
護
者
が
増
え
、
国
は
支
え
切

れ
な
い
と
い
う
危
機
感
が
あ
る

よ
う
だ
。

万
３
０
０
０
人
の
一
般
高
齢
者

の
情
報
を
も
ち
、
そ
の
ニ
ー
ズ

を
常
に
汲
み
上
げ
て
き
た
。
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
共
生

社
会
を
示
す
同
協
会
の
図
に

は
、
中
心
に
相
談
業
務
が
据
え

ら
れ
て
い
る
。
本
人
や
住
ま
い

が
中
心
の
行
政
の
イ
メ
ー
ジ
図

と
は
異
な
り
、
目
か
ら
鱗
が
落

ち
る
。

　

３
％
に
富
が
集
中
す
る
経
済

最
優
先
の
現
代
社
会
は
自
己
防

衛
の
社
会
に
入
っ
た
。
年
金
頼

み
の
高
齢
者
が
最
期
ま
で
生
活

す
る
に
は
地
方
に
住
む
の
が
最

適
、と
近
山
氏
は
考
え
て
き
た
。

こ
こ
は
、勤
労
女
性
の
年
金
額
、

月
12
万
円
の
人
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
。
安
定
し
た
入
居
者

を
確
保
し
、
土
地
、
建
物
の
借

入
金
は
１
年
間
で
返
済
し
、
現

在
は
黒
字
経
営
が
続
い
て
い
る

そ
う
だ
。

　

入
居
す
る
に
は
、
家
賃
一
括

前
払
金
（
返
還
金
制
度
あ
り
）

と
し
て
約
１
０
０
０
万
円
～

と
、
毎
月
、
管
理
費
約
４
万
円

那
須
連
山
が
包
み
込
む
。

　

住
宅
に
は
60
歳
以
上
の
方

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
応
じ
て
自
分
ら
し
く
暮

ら
す
。
玄
関
前
に
は
干
し
柿
が

ぶ
ら
下
り
、
薪
が
積
ま
れ
る
。

薪
の
あ
る
お
宅
は
、
室
内
に
薪

ス
ト
ー
ブ
を
設
置
。
隣
に
住
む

兄
が
薪
を
割
る
の
が
日
課
と

か
。
自
炊
し
た
夕
食
は
妹
の
食

卓
で
と
っ
た
り
、
食
堂
に
行
っ

た
り
。
お
気
に
入
り
の
ピ
ア
ノ

も
部
屋
に
置
い
た
。

　

居
室
の
間
取
り
は
23
タ
イ
プ

も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
建
て

る
前
に
皆
で
土
地
を
見
に
行

き
、
設
計
の
段
階
か
ら
入
居
希

望
者
も
関
わ
っ
た
こ
と
は
画
期

的
だ
。
そ
の
た
め
、
窓
の
位
置

や
高
さ
な
ど
を
は
じ
め
、
暮
ら

し
方
が
中
心
に
置
か
れ
て
い
る

と
感
じ
る
。
難
し
い
人
間
関
係

や
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ
工
夫
も

動
線
に
見
ら
れ
た
。

　

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
相
談

業
務
を
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

が
分
か
る
。
同
協
会
は
、
約
1

方
を
叶
え
た
近
山
恵
子
氏
は
、

「
１
０
０
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

を
掲
げ
る
（
一
社
）
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
の
仕

事
を
通
し
て
、
高
齢
者
住
宅
を

提
案
し
て
き
た
。
し
か
も
、
企

画
調
査
で
関
わ
っ
た
那
須
の
高

齢
者
住
宅
に
、
つ
い
に
自
分
も

住
ん
で
し
ま
っ
た
―
―
。

　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
「
ゆ
い
ま
～
る
那
須
」（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
東
京

都
新
宿
区
、
須
藤
康
夫
社
長
）

は
、
森
林
に
５
棟

の
戸
建
風
の
建
物

が
輪
に
な
っ
て
広

が
り
、
ゆ
る
や
か

な
坂
を
下
っ
た
と

こ
ろ
に
食
堂
が
あ

る
。
道
々
に
は
案

内
版
は
な
い
。
建

物
は
天
然
の
杉
材

な
の
で
、
木
目
が

森
林
に
溶
け
込

み
、
ま
わ
り
の
景

観
を
損
ね
な
い
。

３
万
坪
の
敷
地
を

第83回

サ
高
住
「
ゆ
い
ま
～
る
那
須
」

自
分
が
暮
ら
す
た
め
の
住
ま
い
と

ま
ち
を
、自
分
達
で
つ
く
る

サービス付き高齢者向け住宅
「ゆいま～る那須」

厨房担当の入居者、篠崎美砂子さん（右）と、
近山恵子さん

　

テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
（
大

橋
謙
策
理
事
長
）は
、障
が
い

者
自
立
支
援
機
器
の
「
シ
ー

ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交

流
会
２
０
１
９
」を
、12
月
大

阪
、来
年
１
月
福
岡
、２
月
東

京
で
開
催
す
る
。会
場
ご
と

に
、企
業
出
展
の
ほ
か
、講
演

と
活
動
報
告
、開
発
・
利
用

報
告
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
う
。

　

各
会
場
の
基
調
講
演
者

は
、大
阪
会
場
・
兵
庫
県
総

合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
陳
隆
明
所
長
、福

岡
会
場
・
鉄
道
弘
済
会
義
肢

装
具
研
究
室
臼
井
二
美
男
室

長
、東
京
会
場
・
サ
イ
バ
ー

ダ
イ
ン
社
山
海
嘉
之
代
表
。

　

出
展
者
数
は
、大
阪
会
場

55
社
、福
岡
会
場
31
社
、東
京

会
場
76
社
。

　

参
加
申
込
み
・
問
合
せ

は
、メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

shogai-kiki2@techno-
aids.or.jp

、☎
03
・
３
２
６

６
・
６
８
８
３
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・

３
２
６
６
・
６
８
８
５
（
企

画
部
宇
田
川
・
篠
）。

シーズ・ニーズマッチング
交流会2019

作る人 と 使 う 人 の 交 流 会

障がい者自立支援機器

入場無料
入退場自由

大阪開催　令和元年12月17（火）～18日（水）
11:00-17:00 / 10:00-16:00  大阪マーチャンダイズマート2F Aホール

福岡開催　令和2年1月14（火）～15日（水）
11:00-17:00 / 10:00-16:00  福岡国際会議場2F  多目的ホール

東京開催　令和2年2月12（水）～13日（木）
11:00-17:00 / 10:00-16:00  ＴＯＣ有明4F  コンベンションホール

最適な温かさに調節できる掛けふとん

「グッドナイトプラス Duo」
＝ 西川 ＝

重症患者対応から立位支援まで行う急性期医療向け電動ベッド

「アリウスシリーズ」
＝ パラマウントベッド ＝

　3種類の羽毛ふと
んを組み合わせて使
うことで、季節や住
まいなどに合わせて
最適な温かさが選べ
る掛けふとん。シニ
ア向け商材「グッド
ナイトプラス」シリ
ーズ商品。
　ダウン85% 使用で
ふんわり温かい羽毛ふとんを、300g、500g、700g
の3種類揃え、これらを単体で、または2種類の
ふとんを12カ所のホックでつなぎ合わせて使う
ことで、オールシーズン対応できる。
　例えば、春と秋は700g のみ、夏は300g のふと
んのみを使い、冬はそれらを2枚重ねて1,000g の
ふとんにすることで、最適な温かさを1年中実現
できる。
　サイズは140×190cm。価格は300g が2万円、
500g が3万円、700g が4万円（いずれも税抜）。
　西川（東京都中央区）より発売。
　☎06-6262-9170（担当部署直通）

業務用空気清浄機の構成を小型化

「ニオイヤー」
＝ 日本理工医学研究所 ＝

　におい物質を「吸い込み」「捕まえ
て」「分解・除去」する業務用空気清
浄機の構造を小型化（高さ122㎜×
横幅64㎜×奥行60㎜）した3次元光
触媒セラミックフィルター方式脱臭
器。
　コンセントに差し込むだけで使用
可能。特に介護で気になるアンモニ
ア臭に高い効果を発揮する。
　内部のセラミックフィルターはセ
ルフクリーニング作用があり交換不要。
　使用時間や環境に合わせて「通常モード」「静音
モード」を選択できる。1台につき8畳程度に対応。
電気代目安は通常モードで1日1円程度。
　価格は1万2,800円（税抜）。
　日本理工医学研究所（長崎県佐世保市）より発売。
　☎0956-30-8121

簡単に書き込めて議論が活性化

「SMARTBoard （スマートボード）」
＝ 内田洋行 ＝

　多機能でありながら
直感的に使いやすい電
子ボード。ペンや指で
書き込みや操作がで
き、議論の活性化や
効率化を向上させる。

「Microsoft Office」など
のアプリケーションへ
直接書き込むこともでき、元のファイル形式のま
ま保存可能。書き込んだファイルを共有すること
で、打ち合わせ終了後すぐに情報を共有できる。
内蔵のホワイトボード機能は、モバイルアプリと
連携させると、離れた場所からでも書き込みを確
認できるのでどこにいても参加しやすい。介護分
野も含め、会議、研修などさまざまなシーンで活
用できる。
　価格はオープン。
　内田洋行（東京都中央区）より発売。
　☎0120-077-266

　重症患者対応から立位支援まで行う急性期医療
向け電動ベッド。
　ベッド全体が傾き足先を下げながら背上げをす
る機構を搭載。背上げ時も全面を覆う柵を装備し
たことで姿勢が安定しない重症患者が両側から転
落するリスクを軽減する。
　患者が端座位をとれる低い床高に調節でき、立
位を支援する手すり「離床グリップ」も取り付けら
れる。全面を覆う柵を備え、低床で手すりが付く
急性期医療向けベッドは業界初。
　価格はオープン。
　パラマウントベッド（東京都江東区）より発売。
　☎0120-03-3648

人気製品にトールタイプが登場

「ハッピーⅡトール」
＝ 竹虎 ＝

　同社で人気の歩行車「ハ
ッピーⅡ NB」のトールタイ
プ。従来品からハンドルの
高さが5㎝上がり、より多
くの利用者に対応した。78
～ 92㎝まで7段階の調節が
できる。握りやすいグリッ
プ形状や耐久性の高いブレ
ーキユニットを採用。物を
運ぶためのバスケットは座
面の下にあり安定性を高め
た。座面クッションを備え、腰掛けることができ
る。ストラップを引くだけで簡単に折りたたみが
可能。落ち着きのあるダークグレーメタリックカ
ラー。SG マーク取得製品。軽量・コンパクトな「ハ
ッピーミニ」のトールタイプも発売中。
　価格は3万8,000円。
　竹虎（横浜市）より発売。
　☎045-680-0390

座ったままで足ふみ運動

「あしふみ健幸ライフ」
＝ 健幸ライフ ＝

　半円状の本体に両足を乗せ、シーソーの要領で
片側を踏み込めば、もう一方の足が浮く「あしふ
み運動」機器。材質は天然木で、電気を使わず、
経済性にも優れる。
　椅子に腰かけたまま、反動で、楽に足ふみ運動
ができる。自宅でも、デイサービスや介護施設
でも省スペース（本体幅40㎝、車いす用30㎝）で、
安全に無理のない運動ができる。5分間で1,000
回の足ふみ運動も可能。
　価格は1万5,000円（税込）。
　健幸ライフ（福岡市）より発売。
　☎092-260-8941
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